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年少児が集団で自由に遊ぶ場面における保育者の援助
The kindergarten teacher’s support to 3 to 4 year old
children playing freely in a group
本　道　成　美，山　内　淳　子
Narumi HONDO，Junko YAMAUCHI
概　要
　本研究では，A 幼稚園のいわゆる「自由遊びの時間」における，年少児と担任保育者の様
子を記録し，その分析を通して，年少児が互いに他児とかかわり合いながら集団で自由に遊ぶ
場面で，保育者がどのようにその遊びを援助しているのかを考察していくこととした。考察の
結果，保育者の援助として，「イメージの受け止め」「イメージの明確化」「イメージの実現化」
「イメージの拡大」「新たな事物の取り入れ」「知識の共有化」「子ども同士の関係づくり」「子ど
もたちの意見の整理」「仲良く遊ぶためのモデル提示」「マナーの提示」「トラブルの予測と回避」
「安全への配慮」「発言や行為への称賛・感謝」「意向の確認」「思考の喚起」「見守り」「活動へ
の参加勧誘」「個々の子どもへの配慮」「離れた所にいる子どもの状況把握」「終結に向けての配
慮」という，計２０のポイントを見出すことができた。
Ⅰ．研究の目的
　「幼児の自発的な活動としての遊びは，心身の
調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であ
る」１）とされ，保育者には，遊びを通して幼児期
の子どもの発達を援助していくことが求められて
いる。「子どもたちの遊んでいる姿を複合的多面
的視点から即興的に捉え発達を見通す実践的思
考」こそが，保育者の専門性だとの指摘もある２）。
　しかし他方で，保育者を志す学生が，幼児の遊
びにどのようにかかわってよいかわからず，自由
遊びの時間に，「子どもに独り占めにされる」「単
純な遊びの繰り返し」「言葉かけに困る」等の困
難性を感じているという報告や３），初任保育者は，
「遊びへの導きや働きかけを課題と考える」こと
が少なく，「（遊びの）援助者として自分が子ども
にどう働きかけるかの視点が弱い」といった報告
もみられる４）。
　保育者の遊びの援助に関する研究はこれまでも
多くなされてきたが，２008年の「幼稚園教育要領」
「保育所保育指針」において幼児期の協同性が重
視されるようになったこともあり５），近年は，年
長児の協同遊びの援助に関するものが多く６），年
少児の遊びの援助に関する研究はそれらに比べ少
ない７）。しかも，年少児の遊びに対する保育者の
援助に関する研究は，特定のひとりの幼児に対す
る保育者の理解やかかわりに焦点をしぼったもの
が多く，そこでは，年少児が集団で遊ぶ場面で，
保育者が全体と個々の子どもに注意を払いなが
ら，臨機応変に援助していく様子は明らかにされ
ていない。
　以上をふまえ， 本研究では，A 幼稚園のいわ
ゆる「自由遊びの時間」における，年少児と担任
保育者の様子を記録し，その分析を通して，年少
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児が互いに他児とかかわり合いながら集団で自由
に遊ぶ場面で，保育者がどのようにその遊びを援
助しているのかを考察していくこととした。
Ⅱ．研究の方法
　２0１４年 ６ 月３0日午前１0時４0分から１１時２５分まで
の４５分間，山梨県 A 幼稚園年少児クラスの担任
保育者 B とそのクラスの一部の子どもたち（約
１0～１５名）とのやりとりの様子（子どもの言動，
保育者が行った援助等）を観察，記録した。なお，
この４５分間は，いわゆる「自由遊びの時間」であっ
た。記録には，了解を得て，ビデオカメラとボイ
スレコーダーを使用した。
Ⅲ．研究の結果と考察
１ ．観察内容の概要
　観察日以前の遊びの様子（観察された遊びと関
連のあるものに限定）を，表 １ に示した。また，
観察日の保育室における遊びの展開図は，おおむ
ね図 １ の通りであった。
　観察された４５分間の担任保育者 B と子どもた
ちとの様子は，主に 8 つの場面にわけることがで
きた。それらを表 ２ に示した。
表 1 　観察日以前の遊びの様子
クラスでは，オタマジャクシなど様々な生き物が飼育されていた。また，カエルのお面をかぶってのカエルごっ
こがはやっていた。保育室の床には，黄緑のビニールテープで池にうかぶ蓮の葉が表現され，池をイメージ
しながら，子どもたちがその上をカエルになりきってジャンプできるようになっていた。観察日の数日前，
ある子が，「カエルのおうちをつくろう」と言ったことから，カエルのおうちづくりが始まっていた。しかし，
なかなか完成にいたらず，おうちのかたちになったのは観察日が最初であった。
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 　保育室における遊びの展開図
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２ ．場面①における保育者の援助
　場面①「カエルのおうちをつくるため，スポン
ジブロックをオープンスペースに取りにいく」に
おける子どもの姿と保育者の援助，援助のポイン
トとして考察されたものを表 ３ に示した。なお，
原則として，子どもの姿は，「子どもたち」「ある子」
という表現で示したが，繰り返し同じ子が登場す
る場面など，必要に応じて，C 児など，アルファ
ベットを用いて示した。以下，場面②～⑧につい
ても同様である。
表 2 　 8 つの場面
①　カエルのおうちをつくるため，スポンジブロックをオープンスペースに取りにいく
②　カエルのおうちをつくっていく
③　カエルのおうちの中でカエルの絵本を読む
④　カエルのおうちごっこが，アイスクリームやさんごっこと合体する
⑤　カエルのおうちの中でカエルの絵本の続きを読む
⑥　カエルのおうちの中にクラスで飼育中のオタマジャクシを持ってくる
⑦　カエルのおうちを「幼稚園」に見立て，カエルの幼稚園ごっこをする
⑧　カエルのおうちごっこをする
表 3 　場面①「カエルのおうちをつくるため，スポンジブロックをオープンスペースに取りにいく」
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
※ 保育室には明るい曲が流れ
ている。
・ 数名が「ケロケロケロ」と言
いながら，カエルになりきっ
てジャンプしている。お面を
付けている子もいる。
・ 「ケロケロケロ」と言いながら，一緒に
ジャンプする。
・ イメージの受け止め
・ ある子が保育室にあるスポン
ジブロック（以下ブロック）
でカエルのおうちをつくりた
いと言いだす。
※ おままごとや別のコーナー
で遊んでいる子もいる。
・ ブロックの数が十分でなかったため，
オープンスペースにブロックを取りに
行くことを提案する。
・ イメージの実現化
・ 保育者の提案を聞いて，「ケ
ロケロ」と言ってジャンプし
ながら，オープンスペースに
向かって行く。
・ 「お買い物に行ってきまーす！」と周囲
の子どもたちに元気に声をかける。
・ 活動への参加勧誘
・ C 児がブロックの上に座った
まま動かない。
・ 保育者の問いかけに対して，
「うん，C，お留守番にする」
とうなずく。
・ C 児に，「C ちゃん，お買いものに行っ
てきまーす」「C ちゃん，お留守番？」
と声をかける。
・ 「ありがとう」と声をかける。
・ 「ケロ，どこにあるのかな」とジャンプ
しながら，子どもたちの後についてオー
プンスペースに向かう。
・ 活動への参加勧誘
・ 意向の確認
・ 個々の子どもへの配慮
・ 発言や行為への称賛・感謝
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　カエルになりきって，「ケロケロケロ」と言い
ながらジャンプする子どもたちの姿を受け，保育
者も一緒に「ケロケロケロ」と言いながらジャン
プしていた（イメージの受け止め）。さらに，「カ
エルのおうちをつくりたい」という子どもたちの
願いが実現するよう援助していた（イメージの実
現化）。こうした保育者のかかわりにより，子ど
もたちのカエルごっこは一層盛りあがっていった
ように思われた。
　さらに，「お買い物に行ってきまーす！」と周
囲の子どもたちに元気に声をかける様子からは，
周りの子どもたちもこの遊びに気付き，一緒にし
たい子は入ってきてほしいという保育者の意図が
感じられた（活動への参加勧誘）。
　保育者は，全体を見渡しながら，一人ひとりへ
の配慮を行っており，ブロックを取りにみんなが
保育室から出ていく中，ひとり動かないでいた C
児に対して，「お留守番？」「ありがとう」と優し
く声をかけていた（個々の子どもへの配慮）。
　さらに，年中児からブロックを借りる場面では，
「これくださ～い」「どうぞ，だって」など，遊
具を友達から借りるときにはどうしたらいいの
か，モデルとなる具体的言動をさりげなく示して
いた（仲良く遊ぶためのモデル提示）。年少児の
発達をふまえたかかわりであると思われた。
３ ．場面②における保育者の援助
　場面②「カエルのおうちをつくっていく」にお
ける子どもの姿と保育者の援助，援助のポイント
として考察されたものを表 ４ に示した。なお，紙
面の関係上，一部，中略または後略して示した。
・ オープンスペースに到着する。
※ 数名の年中児がおうちの遊
具の中で遊んでいる。そのう
ちの中やそばに，たくさんの
ブロックが置かれている。
・ 「これくださーい」と保育者
のまねをして，ブロックを抱
える。
・ 「ごめんくださーい」「これくださーい」
とおうちの遊具の中で遊んでいる年中
児に声をかけ，ブロックを抱えあげる。
・ おうちの中を覗き込み， 中で遊んでい
る子に「いいですか」と問いかける。
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
※ 保育者や年少児からお願い
され，年中児がおうちの中か
らブロックを次々出す。
・ ブロックを抱え，ジャンプし
ながら，保育室に戻っていく。
・ 「いいよ，だって」「どうぞ，だって」と
伝える。
・ ブロックを抱えて，「これ買って行った
ら C ちゃんガエル，びっくりするよ」
と周りの子どもたちに， 保育室で待っ
ている C 児のことを話題にあげながら
声をかけ，保育室に戻る。
・ 個々の子どもへの配慮
・ 子ども同士の関係づくり
表 4 　場面②「カエルのおうちをつくっていく」における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ 「ケロケロ」 と言いながら，
保育者と一緒にブロックを積
みあげていく。
・ 「ここ！」と保育者の問いか
け に 答 え た り，「ど こ に す
る？」と問い返したりしなが
ら，ブロックを積んでいく。
・ 保育室に戻り， すでにいくつか置かれ
ていたブロックの上に， 新しく持って
きたブロックを積み始める。
・ 「どんなかたちにする？」「入る所，どこ
にする？」などと問いかける。
・ 「なるほど」「あ，三角のお屋根にしてく
れたの」「あ，壁ができてきた」などと
言葉をかけ，一緒に積みあげていく。
・ イメージの実現化
・ 意向の確認
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ イメージの明確化
・ イメージの実現化
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・ 門のようになっている所をく
ぐる子や， 積み木の近くを
ジャンプする子もいる。
・ C 児がうなずく。
・ 「ここは赤ちゃんが寝る」と
言って，ブロックを並べ，そ
の上に座る子がいる。
・ 「もう １ 個買ってきましたケ
ロ」と，ある子がオープンス
ペースから持ってきた三角形
のブロックを保育者に渡す。
・ 積み重ねられたブロックの上
に，屋根になるように，三角
形のブロックを置く。
・ 「もう １ 個買ってくるケロ」
と，数名でオープンスペース
へ向かう。
・ D児が，「（もう）行ってきた。
行かないよ」と言う。
・ C 児が，「行く」と答える。
※ 徐々に積みあげられ， おうちのように
なってくる。
・ 「みんなが入れるおうちがいいよね」と
声をかけ，C 児に，「C ちゃん，みんな
が入れるおうちがいいよね」 と声をか
ける。
・ 「そっちはどうですか？」と，少し離れ
た所にいる子どもたちに声をかける。
・ 「ここはベビーベッドね。よしじゃあ，
ここ出られないようにしよう」と，ベッ
ドの外側に壁をブロックでつくる。
・ 「屋根みたいだね，どこにする？」と声
をかけ，三角形のブロックを返す。
・ 子どもたちがブロックを積む姿を見守
りながら，時折，ブロックのずれをな
おす。
・ 「買ってくるケロ。○組さん（先にブロッ
クを使っている年中児） に聞いてね」
と声をかける。
・ D 児と C 児に，「買い物行ってみる？」
「行ってみよう？これ，くださーいって」
と声をかける。
・ D児に，「Dちゃんお留守番？じゃあ行っ
てくるね」と声をかける。
・ C 児に，「C ちゃんありがとう」と言い，
手をつなぎオープンスペースへ向かう。
・ 子ども同士の関係づくり
・ 個々の子どもへの配慮
・ 離れた所にいる子どもの状況
把握
・ イメージの受け止め
・ イメージの明確化
・ イメージの実現化
・ イメージの明確化
・ 意向の確認
・ 見守り
・ イメージの実現化
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 活動への参加勧誘
・ 意向の確認
・ 個々の子どもへの配慮
・ 個々の子どもへの配慮
・ 発言や行為への称賛・感謝
（中略）
・ C 児がブロックを抱える。
・ C 児は，保育者を置いて先に
保育室に戻って行く。
（中略）
・ C 児とオープンスペースに到着する。
※ オープンスペースにはダンボール紙が
何枚か落ちている。
・ C児がブロックを抱えたのを見て，「じゃ
あ，先生，これを買おうかな」と，落
ちているダンボール紙を手に取る。
・ 見守り
・ 新たな事物の取り入れ
・ 数名が近づいてダンボール紙
に触れる。「大きい !」と言う
子もいる。
・ 「見てケロ！」「ここに置いた
ケロ！」と保育者に言いなが
ら，ブロックを積む。
※ 保育室に戻ると， ブロックが一層積ま
れておうちが大きくなっている。
・ 「わー，すごい」と声をかける。
・ 「こんなのも借りてきたけど」 とダン
ボール紙を見せる。
・ 「大きいね！」と答え，ダンボール紙を
一旦おうちのそばに置いておく。
・ うなずきながら，「うん，すごいね」と
声をかける。
・ 発言や行為への称賛・ 感謝
・ 新たな事物の取り入れ
・ 発言や行為への称賛・ 感謝
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・ ある子が，C 児がオープンス
ペースから持ってきたブロッ
クに， 覆いかぶさるように
乗っている。 それを C 児が
横から無言で引っ張っている。
・ ブロックに乗っていた子が
黙って降りる。
・ C 児たちの方を見て，「これ，C ちゃん
が持ってきたのだよ，C ちゃんの」 と
ブロックに乗っている子に声をかけ，C
児の肩に触れる。
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 個々の子どもへの配慮
（中略）
・ 「遊ぶ所」「寝るお部屋」「広い
所」など答える。
・ ある子が保育者に近づき，「先
生（ブロック）もう売り切れ
だった！」と声をかける。
（中略）
・ 「何のお部屋をつくろうか？」「みんなの
おうちにはどんなお部屋があるの？」
と子どもたちに問いかける。
・ 指を折り曲げながら， 順番に子どもた
ちの意見を復唱する。
・ 「そうか，じゃあこれでさ，みんなでつ
くったらいいよ」と答える。
・ 思考の喚起
・ イメージの明確化
・ 子どもたちの意見の整理
・ （限られた遊具で）仲良く遊
ぶためのモデル提示
（中略）
・ ある子が，「いれてー」 と言
うが，誰も返事をしない。
・ 保育者の後に続いて数名が，
「いーいーよー」と言う。入
れてもらった子が「ありがと
う」と言う。
・ C 児がブロックでふさがって
しまった入口をのぞき込む。
・ F 児 が C 児 に 近 づ き，C 児
が F 児の肩を押しのける。
・ C 児がはまっているブロック
を抜くが，勢いで入口が崩れ
る。
・ F 児が，「崩れちゃった！」
と言う。
・ C 児や F 児を含む子どもた
ちがブロックを積みなおし始
める。
（中略）
※ 徐々におうちのかたちになってくる。
・ 「いーれーてーだって」と声をかけ，す
ぐに続けて，「いーいーよー」と言う。
・ 「C ちゃん，たいへんなんだ。入口が通
れなくなっちゃったんだ。ここ。工事
してくれますか？」 と入口を指さしな
がら言う。
・ F児に，「いいじゃん，もう一度やろう？」
と声をかける。
・ 入口に近づき，「あ，すごい，ここ通れ
るようになった！いいぞ，いいぞ」と
言いながら， 入口をふさぐブロックを
子どもたちと一緒に取り除き， 入口を
通れるようにする。
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 個々の子どもへの配慮
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 個々の子どもへの配慮
・ イメージの実現化
・ 発言や行為への称賛・感謝
（中略）
・ おうちにいた数名が入口から
はい出てきて， そのままビ
ニールテープの蓮の上をジャ
ンプする。転ぶ子もいる。
（中略）
・ 子どもたちが跳ぶのに合わせて， オタ
マジャクシのうたをうたう。
・ 転んだ子に対して，「大丈夫？」とおう
ちの中から声をかける。
・イメージの受け止め
・個々の子どもへの配慮
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　場面②でも，場面①と同様，「カエルのおうち
をつくりたい」という子どもたちの願いをかなえ
るための援助がなされていた（イメージの実現
化）。その中で，保育者は，子どもたちと一緒に
ブロックを積みながら，「どんなかたちにする？」
「入る所，どこにする？」と問いかけたり（意向
の確認），子どもがブロックを積みあげる様子を
見て「三角のお屋根にしてくれたの」「壁ができ
てきた」とよりイメージが明確になるような言葉
をかけたりしていた（イメージの明確化）。また，
オープンスペースに落ちていたダンボール紙を新
たな材料として遊びに取り入れたり（新たな事物
の取り入れ），「みんなのおうちにはどんなお部屋
があるの？」と問いかけたり（思考の喚起），そ
こで出た子どもたちの意見を復唱したりしていた
（子どもたちの意見の整理）。
　活動が活発化していく中で，子どもたちが，自
主的にブロックを “買い” に行こうとしていた場
面では，保育者は，「○組さん（先にブロックを使っ
ている年中児）に聞いてね」と物の借り方を優し
くアドバイスしていた（仲良く遊ぶためのモデル
提示）。また，他の遊びをしていた子どもたちが，
カエルのおうちづくりに興味を持ち始めると，遊
びに参加したいがうまく入れないでいる子どもの
気持ちを汲んで，「大きいおうちだから入れるよ」
と言葉をかけ，みんなで仲良く遊べるよう配慮し
ていた（活動への参加勧誘・子ども同士の関係づ
くり）。また，子ども同士のトラブル場面では，
素早く状況を察知し，仲介に入っていた（個々の
子どもへの配慮・仲良く遊ぶためのモデル提示）。
４ ．場面③における保育者の援助
　場面③「カエルのおうちの中でカエルの絵本を
読む」における子どもの姿と保育者の援助，援助
のポイントとして考察されたものを表 ５ に示した。
・ 近くの机でアイスクリームや
さんごっこをしていた G 児
と F 児が， 保育者を見なが
ら黙って立っている。
・ 保育室から入ってきた H 児
が，「入れて」と言う。
・ G 児，F 児がおうちに近づく
が，遊びに加わらない。
・ K 児が鼻血を出す。
（後略）
・ 「いいよ。Gちゃんたちもいいよーって。
F ちゃんもいいよーって」と答える。
・ 「いっぱい入れるおうちにしたいんだよ
ね。大きいおうちだから，入れるよ」
と声をかける。
・ ティッシュで K 児の鼻を押さえ，手を
つないで救急バッグの所へ行く。
（後略）
※その後もカエルのおうちづくりが続く。
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 個々の子どもへの配慮
表 5 　場面③「カエルのおうちの中でカエルの絵本を読む」
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ ある子が「池！」と答える
・ 「カエルさんって本当はどんなおうちに
住んでいるんだろう？」と問いかける。
・ 「本当は池だって！」
・ 「ちょっと J ちゃんのあれ，持ってこよ
う？」と声をかけ，絵本を取りに行く。
・ 思考の喚起
・ 知識の共有化
・ 思考の喚起
・ 新たな事物の取り入れ
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・ 10人近くの子どもたちが保育
者の周りに集まって座る。
・ C 児が積まれたブロックの上
に乗ろうとし，ブロックが崩
れる。
・ C 児が登るのをやめ，ブロッ
クの上に立ったまま，保育者
を見ている。
・ ある子が，「見てみて」 と保
育者に言う。
・ 「葉っぱ」「卵」などと答える。
・ 数名が叫んでいる。ブロック
が崩れる音がする。
・ K 児が，「やめてよー！」 と
言い，積まれたブロックを押
さえている。そのブロックを
C 児が押している。
・ C 児が保育者の手前に座る。
・ ある子がページの写真を指さ
して，「これ？」と聞く。
・ ある子が，「もう！痛い！」「叩
こうと，やめて！」と言う（画
面外）
・ ある子がC児の方をみて，「い
たーい！」と言う。
・ ある子が，「先生， もういっ
こありましたよ」と保育者に
声をかける。
・ おうちに入り，「本当のカエルさんはど
んなおうちに住んでいるんだろう？」
と問いかけ絵本を開く。
・ 「C ちゃん（男児）そこ，上には登れま
せんよ」と声をかける。
・ ページをめくり，「これ何だろう？」と
問いかける。
・ 「卵かな？」と答える。
・ 叫んでいる子の方を向いて，「わざと倒
すのはダメよ」と声をかけ，しばらく
見守る。
・ ブロックの崩れた所へ向かい，C 児に，
「C ちゃん（男児），わざと倒すのだめ
よ？」と声をかけ，手を引いて元の位
置に座る。
・ 「カエルさんの本当のおうち・・・」と
言いながら，絵本を開き，「足も手も出
てるよ」と言う
・ しばらく見守るが，立ちあがり C 児に，
「C ちゃん（男児） ここね， 押したら
これ，倒れちゃうから」と声をかける。
・ 「いたーい！」 と言った子に対し，「ご
めんね，今 C ちゃん，ここ倒れそうだっ
たもんね」 と声をかける。C 児に対し
て「C ちゃん，ごめんねって。ぶつかっ
ちゃったから」と声をかけ，ブロック
を戻す。
・ 「ありがとう」 と答え，「ちょっと買い
物がいっぱいになってきたから， どん
なおうちにしたいかみんなで考えよ
う？」と声をかけ，元の位置へ座る。
・ 離れた所にいる子どもの状況
把握
・ 安全への配慮
・ 思考の喚起
・ 離れた所にいる子どもの状況
把握
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 個々の子どもへの配慮
・ 知識の共有化
・ 見守り
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ イメージの実現化
・ 個々の子どもへの配慮
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ 思考の喚起
116 年少児が集団で自由に遊ぶ場面における保育者の援助
　場面③でも「どんなおうちにしたいかみんなで
考えよう？」「カエルさんって本当はどんなおう
ちに住んでいるんだろう？」と問いかけ，子ども
たち自身が考えるよう促していた（思考の喚起）。
「池！」という子どもの返答をきっかけに，「本
当は池だって！」「あれ（カエルの絵本） 持って
こよう？」と，カエルの絵本を活動の中に取り入
れていった（新たな事物の取り入れ）。「カエルの
おうち」への興味関心が高まったところでタイミ
ングよくカエルの絵本を取り入れるといった，こ
うしたかかわりは，活動の発展にとても有効であ
ると思われた。その後，保育者は，子どもたちと
絵本を読みながら，子どもの発言を受け止め，復
唱していった（知識の共有化）。
　また，この場面では C 児が積みあげられたブ
ロックに登ったり，それらを崩したりしていた。
保育者は，他の子どもたちと絵本を読みながらも，
常に C 児やその近くにいる子どもの様子に注意
を払い，言葉をかけていた（離れた所にいる子ど
もの状況を把握・安全への配慮・個々の子どもへ
の配慮）。
５ ．場面④における保育者の援助
　場面④「カエルのおうちごっこが，アイスクリー
ムやさんごっこと合体する」における子どもの姿
と保育者の援助，援助のポイントとして考察され
たものを表 ６ に示した。
表 6 　場面④「カエルのおうちごっこが，アイスクリームやさんごっこと合体する」
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ L 児が保育者の後ろからアイ
スやさんごっこで使っている
カップを手渡す。
・ 数名がアイスやさんのコー
ナーへ向かう。
・ L 児が近くの子にカップを手
渡す。
・ 立って食べるふりをする子が
いる。
・ C 児が教室に入ってくる。
・ L 児が保育士にカップを渡そ
うとする。
・ 「自分でつくってくる」「ごち
そうさまでした」「他のくだ
さい」「美味しいケロ」 など
口々に言う。
・ カップを受け取り，「おうちつくるの疲
れたから， 見てごらん。L くんがアイ
スクリーム届けてくれた！」 とおうち
の中の子どもたちに声をかける。
・ 「L くん，アイスクリーム，もうちょっ
とお友達にお願いしまーす」と L 児に
声をかける。
・ 「座って食べましょう？」と声をかけ，
ブロックに座る。
・ C 児とその近くの子に，「おうちつくる
の疲れたから， アイス食べましょうっ
て。どう？」「何のアイスかな，私にも
くださいって」と声をかける。
・ L 児に，「お友達にもどうぞして？」と
言う。
・ 「アイスやさんにごちそうさまにしてく
ださい」と声をかける。
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ 子ども同士の関係づくり
・ 子ども同士の関係づくり
・ マナーの提示
・ 活動への参加勧誘
・ 子ども同士の関係づくり
・ 子ども同士の関係づくり
・ マナーの提示
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　それまでアイスやさんごっこをしていた L 児
が保育者にアイスを手渡すと，保育者はすかさず
「L くんがアイスクリーム届けてくれた！」と周
りに子どもたちに伝え，L 児にも「お友達にもど
うぞして？」と言葉をかけていた（子ども同士の
関係づくり）。このような保育者のかかわりによっ
て，アイスやさんごっことカエルのおうちづくり
の遊びがつながり，広がっていた。
　また「座って食べましょう？」「ごちそうさま
にしてください」といった言葉を遊びの中でもか
けることで，ごっこの世界を尊重しつつも，食事
のマナーをさりげなく伝えているように思われた
（マナーの提示）。
６ ．場面⑤における保育者の援助
　場面⑤「カエルのおうちの中でカエルの絵本の
続きを読む」における子どもの姿と保育者の援助，
援助のポイントとして考察されたものを表 ７ に示
した。
表 7 　場面⑤「カエルのおうちの中でカエルの絵本の続きを読む」
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ J 児，「どうなってるかな？」
と答える。
・ 保育者の周りに ７ 人ほどの子
どもたちが集まって絵本を覗
きこむ。
・ ある子が，「あのね，池だよ」
と言う。
・ ある子が，「もうすぐ， カエ
ルになれそう」と言う。
・ ある子が，「水？」「オタマジャ
クシは？」と問いかける。
・ ある子が，「カエル」と答える。
・ ある子が C 児にお面を差し
出すが C 児は気付かない。
・ C 児がお面を受け取る。
・ M児がアイスやさんコーナー
の周りを何度も歩く。
・ M児がアイスをつくり始める。
・ L 児が，「みんなで食べるよ
うに，持ってきたの」と言う。
・ 再び絵本を開き J 児に，「オタマジャク
シどうなったっけ？」と問いかける。
・ 絵本を読み，「カエルさん，お水の中も
泳ぐんだ。 オタマジャクシだけじゃな
いんだ」と声をかけ，写真を指さす。
・ 「池なんだ」と言い，ページをめくる。
・ 「ほんと？」と声をかける。
・ 絵本のイラストを指さして，「ここのカ
エルさんのおうちは石と水が入ってる」
と子どもたちに声をかける。
・ 「オタマジャクシはこれだけ。石がない」
と答える。
・ 「オタマジャクシさんは大きくなると何
になるんだっけ？」と問いかける。
・ 「お水の中なのかな，カエルさんのおう
ち？」と問いかけ，「じゃあここもお水
の中のおうちにしないといけないケロ」
と声をかけ，絵本を閉じる。
・ L 児からお面を受け取り，「貸してくれ
るぞ！」と C 児に手渡す。
・ M 児に，「M ちゃん，ここにもあるよ」
とアイスづくりのための材料を指さす。
・ L 児に，「本当だ。みんなで食べられる
ようにね。やさしい！」と全体に声を
かける。
・ 思考の喚起
・ 知識の共有化
・ 思考の喚起
・ 知識の共有化
・ 知識の共有化
・ 知識の共有化
・ 思考の喚起
・ 思考の喚起
・ イメージの明確化
・ 個々の子どもへの配慮
・ 子ども同士の関係づくり
・ 個々の子どもへの配慮
・ 活動への参加勧誘
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ 子ども同士の関係づくり
118 年少児が集団で自由に遊ぶ場面における保育者の援助
　この場面では再び保育者が絵本を開き，子ども
たちと会話しながら，読み進めていっていた（知
識の共有化）。また，アイスやさんごっこに入り
たそうにしながら，その周りを何度も歩いていた
M 児に，アイスづくりの材料のある場所を伝え
たり（個々の子どもへの配慮・ 活動への参加勧
誘），「寒い，寒い」とカエルのおうちの中に入っ
てきた N 児に，その言葉を受け止め，「お風呂も
つくろうか？」と声をかけたりするなど，個々の
子どもへ配慮が常に細やかになされていた（個々
の子どもへの配慮・イメージの受け止め・イメー
ジの拡大）。
７ ．場面⑥における保育者の援助
　場面⑥「カエルのおうちの中にクラスで飼育中
のオタマジャクシを持ってくる」における子ども
の姿と保育者の援助，援助のポイントとして考察
されたものを表 8 に示した。
・ おうちの入口近くで遊んでい
る N 児が，「寒い，寒い」と
言い，おうちに入る。
・ N 児に対して，「寒いからお風呂もつく
ろうか？じゃあ」と声をかける。
・ イメージの受け止め
・ イメージの拡大
・ 個々の子どもへの配慮
表 8 　場面⑥「カエルのおうちの中にクラスで飼育中のオタマジャクシを持ってくる
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ ある子が飼育中のオタマジャ
クシを観ながら，「足， 生え
てる！」と言い，保育者の所
へ駆け寄ってくる。
・ 保育者が持つ水槽を数名がの
ぞき込む。水槽を引っ張ろう
とする子もいる。
・ 「ただいまー！」と保育者の
まねをしておうちに入る。
・ 鼻血を止めていた J 児が鼻栓
を触りながら保育者に近づく。
・ C 児が「C，ここをお風呂に
する」と言い，箱を指さす。
・ お風呂に入っている子がうな
ずく。
・ M 児が自分の肩ほどの高さ
に積みあげられたブロックの
上にさらにブロックを積もう
とする。
・ M 児がブロックを積むのを
やめる。
・ 「本当？じゃあ，本物のオタマジャクシ
さんも持ってきてあげる」と言い，オ
タマジャクシの水槽を取りに行く。
・ 「これはね，そうっと触って。落としちゃ
うからね」と声をかけ，水槽を運ぶ。
・ 「ピンポーン，ただいまー」「おうちにオ
タマジャクシさんを入れてあげましょ
う？」と言い，おうちに入る。
・ 「J ちゃん，もうちょっとしてないと，
鼻血さん止まらないと思うけどね」「そ
れしてたら遊べるよ」と声をかける。
・ C 児の言葉を聞いて，「あ，いいねえ，
お風呂がいっぱいだね」と声をかける。
・ 「オタマジャクシさんはここに置くね」
と言い， お風呂の箱から少し離れたス
ペースに水槽を置く。
・ お風呂に入っている子に，「お風呂は気
持ちいいケロか？」と問いかける。
・ M 児に対して，「乗せすぎて落ちると危
ないから， ちょっと考えてみて？どん
なおうちにしようかなって」 と声をか
ける。
・ 新たな事物の取り入れ
・ トラブルの予測と回避
・ 個々の子どもへの配慮
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ トラブルの予測と回避
・ 個々の子どもへの配慮
・ 思考の喚起
・ 安全への配慮
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　保育者は，飼育中のオタマジャクシの変化を発
見した子どもの発言を受けて，オタマジャクシの
水槽をカエルのおうちの中へ移動させていた（新
たな事物の取り入れ）。おうちづくりや絵本を通
して，カエルやオタマジャクシへの興味・関心が
高まっているときに，タイミングよく，本物のオ
タマジャクシの水槽を遊びに取り入れることで，
子どもの興味・関心は一層高まっていくと思われ
た。また，水槽を移動させる際，子どもに「そうっ
と触って」と声をかけたり，少し離れた所に水槽
を置いたりするなどの配慮を行っていた（トラブ
ルの予測と回避）。さらにブロックを高く重ねよ
うとする子どもに「乗せすぎて落ちると危ないか
ら，考えてみて」と言葉をかけながら（思考の喚
起），安全に遊べるように配慮していた（安全へ
の配慮）。
8 ．場面⑦における保育者の援助
　場面⑦「カエルのおうちを「幼稚園」に見立て，
カエルの幼稚園ごっこをする」における子どもの
姿と保育者の援助，援助のポイントとして考察さ
れたものを表 9 に示した。なお，紙面の関係上，
一部，後略して示した。
・ お風呂の近くの子どもたち
が，「入れて！」「入れない！」
と叫んでいる。
・ お風呂のあたりにいる子に，「順番にす
るといいケロよ」と声をかける。
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
表 9 　場面⑦「カエルのおうちを「幼稚園」に見立て，カエルの幼稚園ごっこをする」
における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ 数名が歓声をあげ， ペープ
サートを貼ったりはがしたり
している。
・ O 児が（ペープサートから日
頃のうたの活動をイメージし
たのか，園生活をイメージし
たのか），「どんな色が好き」
とうたう。それに対して，「緑」
と他の子が答える。
・ 保育者の言葉を聞いて，数名
が椅子を並べて座る。
・ O 児がブロックの上に乗り，
ペープサートを貼りなおす。
・ M児とJ児がO児の横に立つ。
・ カエルのおうちの中の一部分をテレビ
に見立て，「クレヨンさんのテレビでい
いですか」と問いかけながら，そこに
日頃うたの活動で使っている「クレヨ
ン」が描かれたペープサートを貼る。
・ O 児に，「O ちゃん先生みたい！」と声
をかける。
・ おうちの中に戻り，「じゃあ，椅子を並
べましょう」と言ってブロックを指さす。
・ 「なんかカエルの学校みたいだね」と声
をかける。
・ 「Oちゃん先生，みんなが見てますので，
みんなに（ペープサートを） 見せてあ
げてください」と声をかける。
・ 仕切りのダンボール紙近く，O 児のす
ぐ横に積まれていたブロックをどかし
て，M 児，J 児が立つ場所を確保する。
・ O 児に，「どうする？おうたも教えてあ
げる？」と声をかける。
・ 新たな事物の取り入れ
・ イメージの拡大
・ イメージの受け止め
・ イメージの明確化
・ 個々の子どもへの配慮
・ イメージの拡大
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　保育者は，カエルのおうちの中の一部分をテレ
ビに見立て，「クレヨンさんのテレビでいいです
か」と問いかけながら，そこに日頃うたの活動で
使っている「クレヨン」が描かれたペープサート
を貼っていった（新たな事物の取り入れ）。日頃
のうたの活動をイメージしたのか，O 児が「どん
な色が好き」とうたいだしたのを聴いて，保育者
は「先生みたいだね」「カエルの学校みたいだね」
と言葉をかけ，それをきっかけに，「幼稚園ごっこ」
が始まっていった（イメージの受け止め・イメー
ジの明確化）。さらに，保育者は，歩きまわって
いた C 児を横に座らせながら，日頃，園生活の
中でうたっているうたをピアノで弾き，子どもた
ちの遊びを一層盛りあげていった（イメージの実
現化）。子どもだけでは難しいイメージの実現も，
こうした保育者のかかわりにより可能となって
いった。このように全体の雰囲気や遊びの流れを
大切にしつつも，子ども一人ひとりを配慮したか
かわりを保育者が行うことで，年少児の集団遊び
はより楽しく盛りあがり，子ども同士の人間関係
も育まれていくのではないかと思われた。
9 ．場面⑧における保育者の援助
　場面⑧「カエルのおうちごっこをする」におけ
る子どもの姿と保育者の援助，援助のポイントと
して考察されたものを表１0に示した。なお，紙面
の関係上，一部，後略して示した。
・ ぺープサートを手に持って振
りながら、「どんな色が好き」
をうたい始める。
・ C 児が歩き回っている。
・ C 児がピアノを弾く保育者の
横に座る。
・ 子どもたちがうたい始める。
（後略）
・ 「みんなに見せてあげて」と声をかける。
・ C 児に，「C ちゃん，ピアノの先生しよ
う？」と声をかけ，手をつなぐ。
・ 子どもたちに，「C 先生（C 児）と B 先
生（保育者） でどんな色が好きを弾き
ますので，うたってください！いくよ」
と声をかけ，ピアノを弾き始める。
・ 一緒にうたったり，プロンプしたりする。
（後略）
※ しばらくの間，保育者がピアノを弾き，
みんなでいろいろなうたをうたう。 最
後には， 日頃降園の時にうたっている
「お帰りのうた」をうたう。
・ 個々の子どもへの配慮
・ イメージの実現化
表10　場面⑧「カエルのおうちごっこをする」における子どもの姿・保育者の援助・援助のポイント
子どもの姿 保育者の援助 援助のポイント
・ 保育者が並べたブロックの上
に数名が寝転ぶ。
・ ブロックに寝ている子に対し
て J 児が，「J が持ってきた
のに！」と主張する。
・ 頭の向きをそろえて寝転ぶ。
J 児も寝転ぶことができる。
※ 「幼稚園ごっこ」が終わり，再び，ブロッ
クで積みあげた空間を， カエルのおう
ちに見立てた遊びが始まる。
・ 入口に使用しているブロック以外を集
めてベッドのように並べていく。
・ 「みんな，同じ方に向けば，寝れるよ」
と声をかけ，ブロックを足していく。
・ 終結に向けての配慮
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
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　「幼稚園ごっこ」の後，再び，ブロックで積み
あげた空間を，カエルのおうちに見立てた遊びが
始まる場面である。自由遊びの時間もそろそろ終
わりに近づいていた。保育者は，ベッドをつくっ
て「お休みの時間だわ」と横になることを促した
り，少しずつ片付け始めたりしていた（終結に向
・ ブロックに乗っていた子ども
たちが，「やめて！」 と叫ん
でいる。
・ ある子が，「C ちゃんが後ろ
から入ってきた！」と答える。
・ C 児が「お風呂で寝る」とお
風呂の箱に入る。
・ D 児を含む数名がベッドの近
くに立って，寝ている子を見
つめている。
・ 「わー」「寝るー！」とベッド
の上に数名が載る。D児だけ，
乗れずに立っている。
・ C 児が，「こっちで寝る！」
と言っておままごとのじゅう
たんの上に乗る。
・ D 児がベッドを見つめて １ 人
で立っている。
・ D 児がベッドの上に寝る。
・ C 児が仕切りに使っていたダ
ンボール紙を広げ，寝転んで
いる。
・ しばらくしてある子が，「み
んな， 朝だよ！」「起きてく
ださい！」と起きあがる。
・ 他の子どもたちも，「朝ケロ」
「朝ゲコ！」と起きあがる。
・ G 児が，ブロックで寝ている
子を何度も揺する。
（後略）
・ 子どもたちに，「何？」と声をかける。
・ 子どもに，「ほんと？それは危なかった」
と答え，C 児に，「C ちゃん，お友達ぶ
つかったら嫌だって」と声をかける。
・ 「ほら，もうお休みの時間になっている
よ」と声をかける。
・ C 児を見て，「C ちゃんはお風呂で寝る
んだ」「カエルさんはさ，お水の中でも，
寝られるかもね」と声をかける。
・ 普段， 休息の時間にかけている曲をか　　　
け，「お休みの時間だわ」と声をかける。
・ 「D くんたちも寝ようかしら。ベッドを
広くしますので」と言い，おままごと
のベッドをブロックの横に置く。
・ 「そうだね，Cちゃん。それもいいよね」
と声をかけながら，落ちているダンボー
ル紙などを片づける。
・ 子どもたちが寝ているブロックに新し
くブロックを足し，D児を呼ぶ。「先生，
ここベッドにしよう。D くんは？」 と
問いかける。
・ C 児に，「そこもベッドにしてくれたの，
C ちゃんやさしい！あんな大きなベッ
ドにしてくれた」と声をかける。
・ 一度教室から出て戸外で遊んでいる子
に声をかける。
・ 「ほら，Gちゃん，そんなに強く引っ張っ
たら痛いよ」と声をかける。
（後略）
※その後も，「おうちごっこ」が少し続く
が，やがてお片付けの時間となる。
・ 離れた所にいる子どもの状況
把握
・ 個々の子どもへの配慮
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
・ 終結に向けての配慮
・ 個々の子どもへの配慮
・ イメージの受け止め
・ 終結に向けての配慮
・ 個々の子どもへの配慮
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ 終結に向けての配慮
・ 個々の子どもへの配慮
・ 発言や行為への称賛・感謝
・ 個々の子どもへの配慮
・ 離れた所にいる子どもの状況
把握
・ 仲良く遊ぶためのモデル提示
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けての配慮）。子どもたちがベッドに寝転び始め
ると，普段，自由遊び後の休息の時間に流してい
る曲をかけ，子どもが遊びの中で自然に休息に移
れるよう配慮していた。
Ⅳ．総合考察
　考察の結果，保育者の援助として以下の２0のポ
イントを見出すことができた（表１１）。
　保育者は，子どもたちの「イメージを受け止め」
ながら，より「イメージが明確」になるよう，具
体的に言葉で表現したり，子どもに問いかけたり，
時には，より遊びが盛りあがり，みんなで楽しめ
るよう，「イメージを拡大」させるようなかかわ
りをしていた。時には，子どもの遊びを「見守り」，
時には，子どもたちの「イメージが実現」するよ
う，提案したり，手助けしたりしていた。手を貸
す際には丁寧に子どもの「意向を確認」し，保育
者のイメージが押し付けられることがないよう配
慮していることがうかがわれた。また，子ども自
身の「思考を喚起」するような言葉かけも時折な
されていた。
　ブロックを積み重ねていくことで始まったカエ
ルのおうちづくりに，ダンボール紙を取り入れた
り，カエルやオタマジャクシをイメージしながら
遊ぶ子どもたちの所に，カエルの絵本や，飼育中
の本物のオタマジャクシを持ってきたりなど，保
育者はタイミングよく「新たな事物を取り入れ」，
遊びを深めていた。絵本の場面では，子どもの発
言を復唱したり，子どもに問いかけたりしながら，
「知識の共有化」もなされていた。
　入園してまだ半年も経たない年少児に対して，
遊びの中で楽しく，「仲良く遊ぶためのモデル提
示」をする場面もたくさん見られた。また，一緒
に遊びたい子はみんな遊びに入ってきて，みんな
で楽しく遊べるよう，「活動への参加勧誘」「子ど
も同士の関係づくり」を心がけている様子もうか
がわれた。みんなでカエルのおうちをつくるのに
も，自分たちでの話し合いがまだ難しい年少児の
発達をふまえて，「子どもたちの意見の整理」を
するかかわりも認められた。
　さらに，「座って食べましょう」など，遊びの
中でさりげなく「マナーの提示」をしている場面
もあった。
　「離れた所にいる子どもの状況把握」「安全へ
の配慮」「トラブルの予測と回避」など，常に全
体を視野に入れながら，危険やトラブルを予測し
配慮している様子もうかがわれた。このように全
体の様子を捉えつつも，「個々の子どもへの配慮」
は終始行われており，個々の「子どもの発言・行
為への称賛・感謝」の言葉かけも細やかになされ
ていた。
　自由な遊びの時間が終わりに近づくころには，
「終結に向けての配慮」もなされていた。せっか
く夢中で楽しく子どもたちが遊んできたのを，突
然強引に途切れさせることなく，自然に子どもた
ちが落ち着いて静かな雰囲気で移っていけるよ
う，子どもたちの興奮を鎮めるようなかかわりが
なされていた。
　本研究では，年少児が互いに他児とかかわり合
いながら集団で自由に遊ぶ場面で，保育者がどの
表11　保育者の援助のポイント
イメージの受け止め トラブルの予測と回避
イメージの明確化 安全への配慮
イメージの実現化 発言や行為への称賛・感謝
イメージの拡大 意向の確認
新たな事物の取り入れ 思考の喚起
知識の共有化 見守り
子ども同士の関係づくり 活動への参加勧誘
子どもたちの意見の整理 個々の子どもへの配慮
仲良く遊ぶためのモデル提示 離れた所にいる子どもの状況把握
マナーの提示 終結に向けての配慮
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ようにその遊びを援助しているのかを考察してき
た。観察記録からは，保育者が全体と個々の子ど
もに注意を払いながら，臨機応変に援助していく
様子が明らかとなった。そこには，実に２0にも及
ぶ様々な援助があった。こうした援助により，年
少児は，他児とかかわりながら，みんなで仲良く
楽しく，安全に遊ぶことができていた。しかも，
遊びは子どもたちの抱くイメージをもとに，ダイ
ナミックに発展していっていた。本研究を通して，
年少児が互いに他児とかかわり合いながら集団で
自由に遊ぶ場面での保育者の援助の重要性を確認
することができた。今後はまた，年少児の違った
遊びの場面での保育者の援助についても見ていけ
たらと思う。
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